「議案第98号2011年度那覇市一般会計補正予算（第5号）」についての反対討論　　
　私は、日本共産党那覇市議団を代表して、ただいま議題となっております、議案第９８号「２０１１年度那覇市一般会計補正予算（第５号）」に反対討論を行います。

　今回の補正予算には、久茂地小学校を廃校にする「前島・久茂地小学校統合新校整備事業」238万6,000円、さらに、旧沖縄少年会館を取り壊す「久茂地公民館・図書館解体事業」5334万5,000円の二つの繰越明許費が含まれています。
最初に「前島・久茂地小学校統合新校整備事業」についてです。
久茂地小学校を廃校とする今回の統廃合計画には、久茂地小学校区自治会、ＰＴＡ、那覇大綱挽旗頭久茂地盛鶴（むいじる）保存会、那覇市中心商店街連合会、浮島通り会、牧志公設市場組合など地域の圧倒的住民が白紙撤回を強く求めています。さらに、1万７，３８９筆の反対署名を市長と教育委員会に提出しています。
地域住民の反対理由は、当局が学校統廃合ありきで、住民の声を聴く姿勢がまったくないこと。久茂地小学校の小規模のメリットを評価せず、その良さを伸ばす姿勢がまったくないこと。中心市街地政策等のまちづくり施策との整合性にかけており、行政施策における合意形成プロセスがまったくできていないこと。そして、地域コミュニティの核である学校がなくなると地域社会・伝統文化などが崩壊し、地域の生活環境が悪化することなどをあげています。これらの厳しい指摘は至極当然であり、地域住民の圧倒的な声ともなっています。
教育委員会も、地元住民の理解と協力、合意が得られていないことを議会の答弁で明確に認めています。
今回の「前島・久茂地小学校統合新校整備事業」は、教育委員会として、地域住民の理解と協力、住民合意ができてないことを承知しながら、久茂地小学校の統廃合計画を強引に推し進めるもので、民主主義にも反する許されざる行政行為であり言語道断です。日本共産党市議団は、市民こそ市政の主役であるとの立場から反対するものです。
次に、旧沖縄少年会館を取り壊す「久茂地公民館・図書館解体事業」についてです。
旧沖縄少年会館は、その建物の文化遺産としての歴史的価値や本市における街並み形成において重要な存在意義があるとして、建築専門家や市民から保存活用が求められています。その理由として、
１点目、米軍占領下の劣悪な教育環境の中、沖縄の子どもたちに夢と希望を与えようと、県民や全国民の寄付金で建設され、県民と全国民との力強い絆を示す建物であること。
２点目、リフォームを実施すれば建物の安全性を確保し、今後も保存活用することができること。
３点目、久茂地地域に、図書館も、公民館も、児童館も必要であること。

などを挙げています。
市当局に求められているのは、この市民の声にこたえて、保存活用について市民と真摯に話し合いを重ねて、保存・活用に向けて可能性を探すことではないでしょうか。

いま、必要なのは、取り壊しありきでなく、米軍占領下で、全国民との絆・連帯の力で沖縄の教育復興のために建設した旧沖縄少年会館のもつ歴史的価値を後世に伝えることではないでしょうか。恩をわするべからず、県民・国民の沖縄の子どもたちの教育への熱い思い、恩義を忘れてはなりません。そのことが、東日本大震災と原発事故の被災地の復興に力を寄せた市民・全国民の絆・連帯にも応える人の道ではないでしょうか。
日本共産党市議団は、歴史的価値が大きい旧沖縄少年会館については、保存・活用すべきとの立場から「久茂地公民館・図書館解体事業」に反対します。
今回の２つの事業は、市政運営のあり方の基本が問われています。
市政の主役は市民一人ひとりであり、その市民の意思を無視して強引に事を進めるやり方は、市民との協働、民主主義にも反するものです。
　このようなやり方は、県民の意思を踏みにじり、強引に新基地を押し付ける民主党政権とまったく同じ手法との、厳しい批判が市民からあがっています。
　よって、日本共産党那覇市議団は、久茂地小学校を廃校にする「前島・久茂地小学校統合新校整備事業」238万6,000円、さらに、旧沖縄少年会館を取り壊す「久茂地公民館・図書館解体事業」5334万5,000円の二つの繰越明許費が含まれています。

「議案第98号2011年度那覇市一般会計補正予算（第5号）」に反対するものです。議員各位のご賛同をお願いします。
